
報告第４号  
 

2027いしかわ総文 1000日前 PRイベントの概要について 

 

2027 いしかわ総文（第 51 回全国高等学校総合文化祭）とは 

  全国の高校生による国内最大規模の芸術文化の発表の場であり、文化部のインターハ

イともよばれる祭典。令和９年７月下旬に本県で開催することが内定している。 

 【開催内容及び準備状況】 

 ●総合開会式やパレードの開催のほか演劇や書道など２２部門に全国から約２万人の高 

校生が参加し、舞台発表や作品展示、競技が行われる。 

●高校生が主体となって企画・運営を行うことになっており、令和５年度より高校文化 

部の代表生徒で構成する「生徒準備委員会」が準備に取り組んでいる。（別紙参照） 
 

 

１ 開催目的 

（１）県民の「2027いしかわ総文」への理解の促進と開催気運の醸成 

（２）３年後の開催時に高校生として携わることになる現在の中学生に対

する、高校文化部活動への興味・関心の喚起 

 

２ 日 時 

令和６年１０月１９日（土）１３：００～１６：００ 

 

３ 会 場 

イオンモール白山（白山市横江町 5001番地） 

 

４ 主 催 

石川県教育委員会、石川県高等学校文化連盟 

 

５ イベントの概要 

○ステージ発表（西コート） 

  ・書道パフォーマンス（金沢二水高校書道部） 

  ・ハンドベル演奏（北陸学院高校ハンドベルクワイア） 

  ・２０２７いしかわ総文及び高校文化部の魅力ＰＲ（生徒準備委員） 

  ・科学実験（星稜高校科学部） 

  ・吟詠剣詩舞発表（県内高校生の合同チーム） 等 

○文化体験（かがやきステージ） 

・重曹アート制作体験 

・小倉百人一首かるた体験 

・やさしい将棋体験（３×４マスの子どもでも楽しめるボードゲーム） 

・楽器体験（ハンドベル、ギター） 

・科学実験（アロマキャンドル作り） 等 

○２０２７いしかわ総文の２２部門紹介パネル展示（西コート） 

  



別紙 

 

生徒準備委員会の活動状況 

 

【令和５年度】 

 大会基本方針の検討 

○ 彩る 

 石川の伝統工芸品の多くには金箔や五彩が施されています。その彩りが数々の人を魅了

してきたように、参加者一人ひとりの多彩な個性が輝く大会を作ります。 

○ もてなす 

 奥能登には「あえのこと」という、田の神様に１年の収穫を感謝しおもてなしする伝統行

事があります。私たちも昔から大切にされてきた「ありがとう」の思いを持って大会を作り

ます 

○ 結ぶ 

 霊峰白山から流れる手取川、その名前の由来が、多くの人々が手を取り合って急流を渡っ

たことにあるように、参加者全員が絆を結び高め合える大会を作ります。 

 

【令和６年度】 

１．大会テーマ（標語）の公募作品の審査 

  決定した作品 

    「はじけろ創造 彩れ未来 いざ百万石の地へ」 

 

２．大会イメージカラー及び大会愛称の検討 

  ①イメージカラー 

色  

 

    

色名 朱色 金色 墨色 若草色 水縹色 

(みはなだいろ) 

選定

理由 

石川の工芸品

である漆器 

石川の工芸品

である金箔 

「天下の書府」

と言われた加

賀藩の書 

石川の夏(大会

時期)の田園風

景 

霊峰白山の雪

解け水が日本

海に注ぐ水の

めぐり 

 

  ②大会愛称 

「２０２７
に ー ま る に ー な な

いしかわ総文」 

 

３．１０００日前ＰＲイベントの企画・運営 

 

４．各種公募作品の審査（現在、県内中高生から公募中） 

  ①大会ポスター原画、②大会マスコットキャラクター原画、 

  ③大会テーマ毛筆表現、④大会シンボルマーク原画・愛称ロゴ原画 

  ⑤大会イメージソング（歌詞） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


